
          
  

 町長講話開催～軽米高校総合的な学習の時間～ 平成29年4月27日  

 去る 4月 27日（木）、本校視聴覚室において山本賢一町長による講話が行われました。
この講話は、数学・英語の交流授業を中心に展開されてきた地域連携型中高一貫教育（本
年度で17年目）を見直す中で、中高（さらには小中高）を通して軽米地域を考え、地域
を担う人材の育成を目指してみてはどうかという昨年度の反省に基づき企画したもので
す。山本町長様にはお忙しい中ご快諾いただき、初の町長講話が実現したものでした。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

今回の講話は実際行政に携わり、さらに地方公共団体のリーダーとしてご活躍されてい

る町長だからこそお話いただける情熱的な話しぶりでした。地域の現在の状況や将来の展

望を聞く貴重な講話となり、大変有意義な時間を過ごすことができました。事後生徒たち

は、「新しい技術で町を活性化していることが分かった。」「知っているつもりだったが、知

らないことが多かった」などの感想を話していました。山本町長様はじめ、お忙しいとこ

ろ本校のために時間を割いていただいた関係の皆さまにあらためて御礼申し上げます。 

 町長講
話が行わ
れた同日、

同時刻、ジョブカフェいわて☆カシオペアより講師をお招
きして、7 校時に丸橋京子様により 3 年Ａコース向け、さ
らに、放課後には保護者向けに藤田妙子様により就職講演
会を行いました。 
 詳細は、進路通信でお知らせいたしますので、ここでは要
点のみ掲載いたします。 
（１）就職状況 H29年 3月期 管内卒業予定者数502名の内訳は次のとおり 

 
 
 
                                                 (管内求人数203) 
 
 

   全国の離職状況 就職 3年目に約4割が離職 
（２）就職活動のスケジュール 本番まであと何日？ 
（３）様々な働き方 正社員、非正規社員（契約社員、パー 

 ト・アルバイト、派遣社員） 
（４）保護者の皆様はどう関わっていますか？ まずお子様 

の意見を聞いてください 
    考えておきたい生活費 

［家賃・水光熱費・通信費・食費・生活消耗品・交際費…］ 
（５）求人票の見方 
（６）企業の求める人材とは 

 
 
 
 

 つい先日まで冬の名残が感じられた県北地区。それでも否応なく地区予選の日程はやっ
てきます。冬の間にどれだけの蓄えができたでしょうか？その力を十分発揮できたでしょ
うか？それぞれの春、そして、3年生にとっての最後の春。試合結果や写真はホームペー
ジを御覧ください。 
 
 
 
 
《5月》 12日（金） ＰＴＡ・教育振興会総会 （16時～ 本校） 
     15 日（月） 同窓会第1回理事会 （18時～ 本校） 
     23 日（火） 高総体開会式（1年・応援委員） 
     下旬     高総体前期 
     29 日（月） 進学講演会（3年・保護者） 
     31 日（水） チャレンジデー 
《6月》  １日（木） 衣替え 
     上旬     高総体後期 
      3 日（土） 英語検定①一次 
      8 日（木） 前期中間考査～13日（火） 

 男子 女子 合計 

就職者数 ９４ ６５ １５９ 

   
     
     
   

岩手県内 ４８ ５３ １０１ 

 二戸管内 ３７ ４４  ８１ 

二戸管外 １１  ９  ２０ 

岩手県外 ４６ １２  ５８ 
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就職講演会行いました 

 

 4 月 27 日（木）７校時に本校視聴覚室にて山本賢
一軽米町長様をお招きして、講話をいただきました。
総合的な学習での「地域教育」の一環として位置づ
け、１、２学年、３年Ｂコースの生徒を対象に、地域
に対する興味、関心を高める目的で実施しました。
（３年Ａコースは同時間に就職講演会でした。） 
本講話では、高校生のみならず職員に対しても大

変示唆に富む内容でした。 
はじめは世界情勢についてのお話から始まりまし

た。アメリカのトランプ政権のこと、大陸から見た日
本は「太平洋に蓋」をしている場所で、アメリカ、中 

国などから重要視されているという導入でした。続いて、トランプ政権でも苦慮している
雇用の重要性について話が展開されました。 
そこから軽米町についての話に入っていきました。 
話題は大きく２点、「エネルギー分野について」と「農業産業分野について」でした。「エ

ネルギー分野について」は、岩手県は全国でも３本指に入る養鶏産地で、中でも県北地区
は県内生産の８割を占めていること。従来はその鶏糞を運搬費を掛けて北海道に運んでい
たが、鶏糞発電により電気を生み出せること、また、鶏糞を燃やした後に出る「鶏糞灰」
（リン酸やカリウム）を田んぼに施肥することで良質のブロイラー用の飼料米が作られ、
それをブロイラーに食べさせる。このサイクルが循環することで、この産業が長く続くこ
とが期待されていること。続いて、全国で５番目に長い日照時間と、緩やかな地形、南西
に面した斜面が多いことなどを生かして太陽光発電事業を進めていること。さらに、今後
注目されているエネルギーとして「水素ガス」があり、水を太陽光発電により水素と酸素
に分解しエネルギーに変えていく方法についても話されました。さらに発展して、食の分
野にも話が展開し、将来は人口減少と高齢化が進み、食の消費量は減るが、「体にいいもの」、
「おいしいもの」、「健康食」に対する需要は確実に高まっており、ブロイラー産業や和牛
産業が将来的に大いに魅力的であるということを話されました。このように軽米町におい
ても将来は様々な仕事が増え、雇用の拡大が大いに期待ができるという力強いお言葉を伺
いました。 
最後は、高校生に対して意欲的に軽米での産業を興して貢献してもらいたいと激励

をいただいて話を閉じられました。 

 

今後の主な予定 


